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 作曲家福田洋介氏

による新曲「小栗のま

なざし－小栗上野介

公に捧ぐ―」を、小栗ま

つりで倉渕中学校音楽

部が初演演奏します。

この曲は、吹奏楽など

の作曲を手がける日本

有数の作曲家福田氏

がこの春に完成したも

ので、小栗まつりに間

に合わせようと４月下

旬の楽譜完成以来短期間に熱

心に練習を重ねた生徒たちの、

演奏をお楽しみ下さい。 

 大河ドラマのテーマ曲のよう

な雄大なオープニングから、し

だいに繊細な情景に入る曲想

は、幕末維新期に国の構造改

革をはかって激動の時代を切り

抜けてゆく小栗上野介の視線

と、生涯を思い浮かべるにふさ

わしいものとなっています。 
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   近年、小栗上野介の業績見直しが進むと

共に、関連する本の出版もさかんで、本当

の歴史を知りたいという探訪者も多い。 

『小栗日記』 群馬県史料集 

■小栗上野介・幕末研究

の基本史料  再版      

   本多夏彦編           

¥２，５００円＋送料 

◇昭和４７年に群馬県史料

集第７巻で発刊された『小

栗日記』だけが再版されま

した。 

◇西軍に殺される４日前ま

で書いていた日記は、心打

たれるものがあり、かつ貴

重な史料といえます。    

◇主な内容   

日記（慶応３年１月～慶応４年閏４月２日までの小栗上野介の

自筆日記） 家計簿「量入制出簿」（嘉永３年～安政２年５

月）自筆の家計簿からも旗本小栗家の生活や、人の出入りがう

かがえる／勝手方勘定帳（安政５年～安政６年１２月）／勘

定帳（安政７年～文久元年１２月）／納（文久２年～文久３年

１２月）村々役人願出取次留（後藤八郎衛門の手記）／航海日

記・抄（佐藤藤七）／航海日記・抄（柳川兼三郎）／小栗上野

介の為替取建所取立建議（本多夏彦）  

『歴史街道』６月号 PHP出版 

で倉渕の特集ページ 

◇いま発売中の『歴史街道』

６月号最終の６ページで「日

本ふるさと紀行」第５回として

「群馬・倉渕」を特集していま

す。 

◇画像を中心として道祖神

や小栗上野介の事跡をたの

しく読みやすく紹介していま

す。     ６３０円 

 

          

予告           

阿部道山著『小栗上野介正伝』 

まもなく復刊されます ◇阿部道山著『小栗上野介

正伝』がマツノ書店から復刊

されます。戦前昭和16年に発

刊されたもので、近年は古書

で数万円、しかもめったに出

回らず、入手困難な本です。

予約による印刷部数決定で刊

行となり、予約特価10000

円、限定３００部・番号入り

限定復刊、とのことです。 

◇一般書店では扱いません。 

◇パンフレットご希望の方は

東善寺へお申し込み下さい。

本文解説とパンフレットの推

薦文を住職・村上泰賢が書き

ました。 

 本 

岩波書店 2,900円＋税 

▽―小栗日記を読む―、という副題のとおり、小栗忠順自筆の

『小栗日記』を読んで、登場する人物や小栗の周囲に起こる事柄

を推察、考察している。実は『小栗日記』は極めて簡潔な記述に

終始していて、幕末の緊迫した時期に重要な人物が訪ねてきても

「○○来たる、会い申し候」ほとんどこの一行で済ませているか

ら、その会話や行動がまったくわかりにくい。そういった中で専

門の歴史学の知見を生かしての考察は、たいへん参考になる記述

が多い。 

▽本文中では「勘兵衛を藤七の息子が襲名…」としているが、

『小栗日記』巻末付載の「村々役人願出取次留」に「権田村名主 

勘兵衛」ｐ288 とあるように、日記中の勘兵衛は藤七の息子

（勘十郎）ではなく、名主の佐藤藤七のことであろう。  
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